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問
／
令
和
２
年
10
月
23
日
、
市
の
担
当
部
長
が
県
の
病

院
局
へ
出
向
き
、
柿
崎
病
院
に
つ
い
て
要
望
し
た
と
い

う
が
、
そ
の
内
容
及
び
県
の
回
答
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

答
／
柿
崎
病
院
に
つ
い
て
、
市
が
経
営
主
体
に
な
る
こ

と
は
財
政
負
担
や
医
師
確
保
の
面
か
ら
も
困
難
で
あ
り
、

引
き
続
き
県
に
よ
る
運
営
体
制
を
維
持
存
続
す
る
よ
う

求
め
た
。
県
か
ら
は
、
「
県
と
市
の
役
割
分
担
が
あ
る
。

上
越
市
の
負
担
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

問
／
県
は
提
案
を
取
り
下
げ
て
い
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
中
、
病
院
の
経
営

主
体
を
ど
う
す
る
か
よ
り
、
感
染
症
対
策
を
優
先
す
べ

き
だ
。
県
に
先
送
り
す
べ
き
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
病
院
の
位
置
付
け
で
は
な
く
、
経
営
の
あ
り
方
で

あ
る
。
病
院
の
位

置
付
け
で
あ
れ
ば
、

今
す
べ
き
で
は
な

い
し
、
そ
の
と
お

り
で
あ
る
。
経
営

の
在
り
方
で
い
う

と
、
先
送
り
を
す

べ
き
と
言
う
の
で

は
な
く
、
い
つ

持
っ
て
来
ら
れ
て

も
受
け
ら
れ
る
話

で
は
な
い
。 柿

崎
病
院
は
県
営
で
運
営

す
べ
き
と
強
く
主
張
を
　

橋
爪 

法
一（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

問
／
国
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
表
明
し
た
が
、
市
の
方

針
や
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
あ
る
の
か
。

答
／
平
成
28
年
３
月
に
上
越
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
を
策
定
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

や
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
令
和
４
年
度
に
策
定
す
る
次
期
計
画
の
中
で
、
方
針

や
支
援
策
を
含
め
た
具
体
的
な
施
策
等
を
示
し
て
い
く
。

　
市
内
温
浴
施
設
に
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
温
泉
の
普
及
を

問
／
市
が
所
有
す
る
温
浴
施
設
に
お
い
て
、
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
温
泉
の
普
及
促
進
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
乳
が
ん
の
手
術
後
も
病
気
に
な
る
前
と
同
じ
よ
う

に
温
泉
を
楽
し
め
る
社
会
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
心

身
の
癒
し
は
も
と
よ
り
、
乳
が
ん
に
対
す
る
理
解
の
促

進
に
つ
な
が
る
大
切
な
取
組
の
一
つ
と
理
解
す
る
。
施

設
の
指
定
管
理
者
と
協
議
の
上
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
若
者
や
子
ど
も
向
け
の
屋
外
ス
ポ
ッ
ト
整
備
を

問
／
市
内
の
公
園
に
ス
リ
ー３
オ
ン
ス
リ
ー３
や
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
な
ど
屋
外
で
気
軽
に
遊
べ
る
環
境
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
高
田
城
址
公
園
等
の
基
本
計
画
に
そ
の
よ
う
な
整

備
方
針
は
な
く
、
遊
戯
施
設
の
更
新
に
当
た
り
、
地
域

か
ら
も
そ
の
よ
う
な
要
望
は
な
い
た
め
、
現
段
階
で
整

備
を
行
う
考
え
は
な
い
。

温
室
効
果
ガ
ス

実
質
的
排
出
量
を
ゼ
ロ
に

鈴
木
　
め
ぐ
み
（
輝
）

問
／
人
口
減
少
対
策
に
は
「
子
ど
も
年
金
制
度
」
の
導

入
が
有
効
と
考
え
る
が
、
具
体
的
な
対
策
は
ど
う
か
。

答
／
様
々
な
少
子
化
対
策
を
切
れ
目
な
く
講
じ
、
転
出

超
過
の
解
消
に
資
す
る
総
合
的
な
取
組
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。
政
策
を
総
動
員
し
て
取
り
組
む
。

問
／
「
介
護
・
認
知
症
地
獄
」
が
待
ち
受
け
る
極
限
社

会
を
ど
う
乗
り
切
る
の
か
。
対
応
策
は
万
全
な
の
か
。

答
／
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
の
充
実
を
図
り
、
介
護

人
材
の
確
保
や
介
護
予
防
・
介
護
の
重
度
化
の
防
止
へ

の
取
組
を
進
め
、
総
合
的
な
認
知
症
施
策
に
取
り
組
む
。

問
／
空
き
校
舎
を
農
都
市
学
校
や
田
園
住
宅
に
し
て
は
。

答
／
他
へ
の
転
用
を
検
討
し
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

等
に
よ
り
民
間
主
導
の
利
活
用
方
法
も
模
索
し
て
い
く
。

問
／
地
籍
の
未
確
定
地
が
多
い
。
地
籍
調
査
の
促
進
は
。

答
／
未
実
施
の
地
域
全
て
の
実
施
は
難
し
い
た
め
、
必

要
性
、
緊
急
性
の
高
い
エ
リ
ア
か
ら
取
り
組
む
。

問
／
税
源
涵
養
策
の
た
め
の
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
は
。

答
／
当
市
は
も
ら
う
額
よ
り
出
て
い
く
額
が
多
い
が
、

本
来
の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
返
礼
品
制
度
は
行
わ
な
い
。

問
／
都
市
計
画
は
相
当
な
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
合
う
抜
本
的
な
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
／
過
去
に
一
部
を
見
直
し
て
お
り
、
今
後
も
適
宜
見

直
し
、
持
続
可
能
な
都
市
構
造
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

問
／
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
は
。

答
／
県
の
検
査
体
制
が
拡
充
さ
れ
て
お
り
、
市
は
今
回

の
補
正
予
算
の
内
容
を
超
え
る
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

極
限
社
会
を
乗
り
越
え
る

に
は
攻
め
の
市
政
を
！
　

宮
越
　
馨
（
無
所
属
）

問
／
小
木
直
江
津
航
路
の
就
航
船
舶
の
変
更
等
に
係
る

佐
渡
汽
船
と
の
協
議
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
／
県
と
佐
渡
市
を
含
む
４
者
会
議
に
て
、
当
市
の
提

示
条
件
を
佐
渡
汽
船
が
受
け
入
れ
た
た
め
、
就
航
船
舶

変
更
と
あ
か
ね
売
却
交
渉
の
着
手
に
同
意
し
た
。
今
後

の
佐
渡
汽
船
へ
の
財
政
支
援
は
、
経
営
改
善
の
取
組
状

況
等
を
確
認
し
な
が
ら
、
支
援
を
検
討
す
る
。

問
／
当
市
に
お
け
る
小
木
直
江
津
航
路
の
必
要
性
を
ど

う
考
え
る
の
か
。
観
光
に
ど
う
い
か
し
て
い
く
の
か
。

答
／
小
木
直
江
津
航
路
は
、
佐
渡
市
民
の
生
活
航
路
と

し
て
、
ま
た
、
当
市
の
観
光
航
路
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
や
北
陸
新
幹
線
延
伸
に

よ
る
利
用
増
加
を
期
待
し
て
い
る
が
、
就
航
船
舶
の
変

更
に
よ
り
利
用
者
数
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
も

佐
渡
汽
船
や
県
、
佐
渡
市
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
旅

行
費
用
の
低
廉
化
や
二
次
交
通
の
利
便
性
向
上
等
を
通

じ
て
、
航
路
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
乳
幼
児
教
育
・
保
育
　
量
の
確
保
と
質
の
向
上
を

問
／
子
ど
も
た
ち
の
乳
幼
児
教
育
や
保
育
を
担
う
場
が

多
様
化
し
て
い
る
。
園
の
形
態
や
公
立
・
私
立
に
か
か

わ
ら
ず
、
十
分
な
提
供
体
制
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、

量
の
確
保
と
質
の
向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
／
今
後
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
定
員
数
の
在
り
方
等
も
含
め

総
合
的
に
検
討
し
、
適
切
な
体
制
づ
く
り
を
行
う
。

小
木
直
江
津
航
路
を
含
め

た
こ
れ
か
ら
の
観
光
は

安
田
　
佳
世
（
無
所
属
）

11月の議会報告会・意見交換会を実施しました！ 
　市議会では、令和２年11月６日～11日にかけて清里区、直江津、吉川区、
三和区の計４か所で、議会報告会・意見交換会を実施しました。
　前半はプロジェクターを使って議会の取組や定例会中の委員会審査の内
容を説明し、後半は市民との意見交換会を行いました。
　意見交換の中でいただいた47項目のご意見のうち、一部をご紹介します。

　その他いただいたご意見や上記ご意見を含め、当日の回答等は全て市議会
ホームページに掲載しています。ホームページは、「上越市議会　意見交換
会」で検索いただくか、右のＱＲコードからご覧ください。

○マイナンバーカードはなぜ浸透していないのか。市民が制度を活用できるよう、議会として
も市に対して働きかけてほしい。
○県立柿崎病院の統廃合問題では、他市に比べ、市長や市議の動きが鈍い。命を守ることは何
よりも大事なことであり、また、へき地病院については赤字なのは当たり前で経済原理を導
入するというのは間違いだと思うが、どのような認識か。
○清里区でもクマによる人身被害が発生した。県もクマ出没特別警報を発令し注意喚起を図っ
ている。市としても効果的な対策をお願いしたい。
○公の施設の再配置について、利用実績だけで存廃を判断すると、地域差が出るのではないか。
施設には避難所など他に大切な場所としての役割がある。議会では、市からどのように聞い
ているのか。
○子どもの通学路について、Ｌ字側溝の上を歩いていたり、傘を差した時に外側線からはみ出
たりと、危険である。特に冬期は、積雪により歩くスペースが狭く危険なので、点検をしっ
かりやってほしい。
○一般質問で取り上げる題材について、専門分野や得意分野で質問をしている議員が多いが、
もっと市民の声を聞いて地域に関することを質問するべきではないか。地域の課題はたくさ
んあるので、一般質問でも取り上げてほしい。
○議員、地域協議会委員、町内会が連携することが大事である。今後とも互いに協力をお願い
したい。


